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はじめに 

 令和３年１月、中央教育審議会（以下、「中教審」という）は、「『令和の日本型学校教育』の構築を目

指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」（以下、「令

和３年答申」という）を答申し、先行き不透明な「予測困難な時代」が到来する中で「令和の日本型学

校教育」の在り方を「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現」

と定義した。「個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて、『主体的・対話的で深い学び』を実現す

ることは、児童生徒の学びのみならず、教師の学びにも求められる命題である。 

 また、同じく中教審から、同年 11月に「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実

現に向けて（審議まとめ）」が提言され、この中で、社会的変化に対応した教師の学びの姿が明らかにさ

れた。 

 このことを受け、独立行政法人教職員支援機構（以下、「NITS」）は、令和４年７月に「NITS戦略」を

策定し、令和５年 12月には、「『受ける研修』から『求める研修』への転換に向けて、研修全体の『質』

の向上を図る」「自己と関わりを意識して課題の本質に向き合うための、『探究型』研修の開発を図る」

等を主なポイントとして NITS戦略を改定した。この中で NITSは、子供の学びと教職員の学びが相似形

であることを示すとともに（図１参照）、教職員の「研修観の転換」をミッションとして掲げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 学びの相似形のイメージ［1］ 

 

 埼玉県教育委員会では、高校教育指導課と総合教育センター（以下、「センター」）が NITS と連携し

て、同機構による「令和５・６年度『新たな教職員の学び』協働開発事業」を活用し、主にセンターの

活動として、令和の日本型学校教育の実現に資するための「探究型」教職員研修の開発を行うこととし

た。 

 そこで、センターの所員１名を NITSの「次世代型教職員研修開発センター」へ特別研修員として派遣

するとともに、NITSと協働して「探究型」教職員研修の研究・開発に取り組む「新たな教職員の学び推

進開発ユニット」（以下、「ユニット」）を所内に立ち上げ、NITS が掲げる「研修観の転換」と、埼玉県

における「探究型研修」の開発、及びその実現を目指して、特別研修員と連動して活動することとなっ

た。 

 ユニットでは、令和５年度の取組と研究の成果を基に、令和６年度より「新たな教師の学びを共創す

るための調査研究」を立ち上げ、ユニットが運営の中心を担う、新たな調査研究を実施することとした。 

 この調査研究では、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の各校種の教諭等を研究協力委員とし
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て任命し、ユニットが目指す「令和の日本型学校教育の実現に資するための『探究型』教職員研修」と

して企画し、新たな教師研修を実践してもらう。 

 研究協力委員は、自身が取り組みたい教育課題（例えば「授業力の向上」や「（所属する）学校の課題

解決」等）を設定して、その解決に向けた「個人としての主体的で探究的な研究活動」を行うとともに、

実践などの取組について対話する場を積極的に作り、「研究協力委員同士の協働的な活動」も実践する。

この「主体的な学び」や「協働的な学び」をとおして、課題解決に向けた探究活動を経験してもらおう

と考えた。 

 一方、研究協力委員が探究をする上で課題を感じるタイミングに合わせて、その課題に資する有識者

による講演会等の機会を設定する。また、ユニットメンバーも研究協力委員の活動の伴走者となって随

時相談に乗るなど、その取組を支えていく。 

 さらに、研究協力委員による探究記録や対話から聞こえた声を反映させながら、これらの活動から得

られる「学びの効果」について検証を行い、工夫・改善をしながら、ユニットが目指す「新たな教師の

学び」を研究協力委員と共に創り上げる（つまり「共創」する）ことを目指していく。 

 なお、この調査研究は２年間実施し、令和６年度に研究協力委員として参加した教員には、令和７年

度の研修において、新たな研究協力委員のメンターとして本調査研究に携わり、運営においても活躍し

てもらうことを想定している。 

 こうして、文部科学省が掲げる「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びを実践し、自らが

生徒の学びのロールモデルとなって、ここで経験した「探究的な学習のスパイラル」（図２）を各々の学

校教育活動に応用・還元してもらおうというのが、本調査研究による研修の実施を通した試みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 探究的な学習のスパイラル［2］ 

 

 この調査研究は試行的な研修内容が多く、どのような内容で研修を実践すれば効果的であり、目標に

適うのかを模索しながら進めてきた。そして、まさにこの問いこそが、私たちが解決に向けて「探究」

してきた課題であると言える。そこで本報告書では「新たな教師の学び」の開発に向けて、令和６年度

にセンターが取り組んだ活動について報告する。 

  



3 

 

１ 目的 

 ⑴ 「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿（個別最適な学び、協働的な学びの充

実を通じた、「主体的・対話的で深い学び」）の実現を目指すため、「教師自身の学び（研修観）の

転換」を図るための「探究型」教師研修（教師自らが問いを立て実践を積み重ね、振り返り、次

につなげていく探究的な学び）を実践する。 

 ⑵ ⑴をとおして、子供たちの探究的な学びを実現し、校内で新たな教師の学びの姿を実現させる

推進役となるような、研修マネジメント人材の育成を図る。 

 ⑶ 埼玉県における「教師自身の学び（研修観）の転換」を図るために、研修の効果検証を行いな

がら「探究型」教師研修を研究し、創造する。 

 

２ 研究協力委員 

   ・小学校（４校） 

   ・中学校（４校） 

   ・高等学校（７校） 

   ・特別支援学校（２校）の教員  計１７名 

 

３ 取組 

〇 研修を通して知識・技能の習得を目指すだけでなく、協働的な学びをとおして自身の在り方や

価値観を見つめ直す機会を取り入れる。 

〇 探究的な学びへの過程をとおして、探究的な学びに必要となる要素を検討する。 

〇 自身の教育活動に関する課題（例：児童生徒の支援に関する課題、学校組織に関する課題、地

域連携に関する課題等）を設定し、チームで共創しながら課題解決に向けて取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「新たな教師の学びの姿」［3］ 
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図４ 令和６年度スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 探究的な学びの広がり図 
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４ 取組の特徴 

 ⑴ 研修観の転換 

 講義による伝達型講習やハウツー型研修から、自己の「在り方」への気付きが生まれることを

意識した「探究型研修」へと移行し実施した。自身の教育活動を振り返り、「過去」と「現在」の

取組を言語化し、自身の「在りたい教師の姿」を明確化することで、子供たちの未来に向けて自

身がどう関わっていきたいのかを探究の軸とした。 

 また、指導主事の立場から見ると、研修では「正解」を教えなければならないと考えることが

多いのが現状である。一方で、参加者もまた、研修を「正解を教わる場」と捉えていることが多

いと考えられる。そこで、本研修は、参加者と研修担当者の双方が「研修観の転換」を図れるよ

うな取組とした。 

  ①「研修デザインの三角形」 

 教職員の学びについても「主体的・対話的で深い学び」の実現が目指されている中、まず学習

する参加者の視点に立ち、参加者の気づきや変容を整理した上で、学ぶ内容と、学びの流れをデ

ザインする学習指導要領の発想は、教職員研修においても大事ではないかという NITS の考えに

基づき作成された「参加者を主語にした『研修デザインの三角形』（図６）を基に調査研究を構成

した。 

 「研修目的」の達成に向けて、毎回の研修を計画する際は、「研修目標」研修担当者が参加者に

何に気付いて欲しいのか、研修後にどんな変化を望むのか、「研修内容」何について学ぶのか、「研

修方法」どのように学ぶのかの３項目について、ユニット内で議論し、毎回の研修を実施した。 

  ② 「研修目標」と「研修目的」 

 研修目的は、実現を目指す教職員の姿として、長期間の時間軸の中で育まれるもの。研修目標

は、その研修を通じて、参加者に、どのような気付きや変化があるかという観点から「研修目標

の３要素」を意識した研修をユニット内での振り返りの観点とした。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 参加者を主語にした「研修デザインの三角形」［4］ 

「研修目標の３要素」 

〇 知識やスキルについて、新しく知る 

〇 自らの教育実践の特徴や考えの枠組みについて、気付きがある（深まる） 

〇 自己の「在り方」について、気付きがある（深まる） 
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 ⑵ 「対話」と「リフレクション」を大切にした研修プログラム 

 自身の考えを広げ深めるため、対話をとおして自分なりの答えや豊かな気付きを醸成するため

に、研修内では「対話」の時間を十分に確保した。第１回の調査研修では、指導主事がファシリ

テーターとしてグループに入り、ホームグループ（４人組）で 120分間の対話の場面を設定した。

さらに、１日の最後には 40 分間のリフレクションの場面を設定した。第２回以降もイントロダ

クションとして、前回から本日までどのように過ごしたのか振り返り（どのような感情の変化が

あったか）をホームグループ内で 30分の対話を設定した。このように、１日の研修は、対話を中

心としたプログラムを実施することで、研究協力委員自身が対話を通して新たな視座を得る機会

とした。１日の研修の流れについてついては５実践に示す。 

  

 ⑶ 対話のグランドルール 

 対話を中心とした研修を行うためには、心理的安全性を構築する必要がある。そのために、  

対話に向けたグランドルール（図７）を設定した。 

 

図７ 対話に向けたグランドルール 

  ⑷ 自然と対話が生まれる研修室の座席 

 研修中の座席は自然と対話が生まれるように向かい合っての座席になるように設定した。また、

机や椅子、研究協力委員自身も自由に移動できるものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図８ 121研修室の対話の場面          図９ 中研修室の対話の場面 
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  ⑸ ホームグループがあるという安心感 

 研究協力委員 17 名をＡ～Ｄの４グループに分け、このグループをホームグループとした。  

グループ構成は小学校、中学校、高等学校、特別支援学校をミックスし、幅広い視座を得ること

を目的として構成した。第１回は、１日をとおしてホームグループで研修を行った。心理的安全

性を確保することで、自身の教育実践や教育観を赤裸々に語れるのではないかと考えた。そして、

考えや気持ちを共有できているメンバーがいることの安心感を得ることにつながると考えた。ま

た、他のグループと対話を行った後に、ホームグループに戻って対話をすることで新たな視座を

共有することもねらいとした。 

 

  ⑹ 自分自身のための探究記録 

  １日の研修に参加して感じたことや

気付きを綴ることで内省を促すために

探究記録として記録する取組を行った。

多くの研修会では、研修終了後にアン 

ケートや振り返りシートに記入し、研修

担当に提出している。研修担当として

は、参加者がどのようなことを学ぶこと

ができたのか、教職員の資質向上に資す

る内容だったのか、内容が参加者のニュ

ーズに即したものなのか、研修の運営は

適切だったのか等、次の研修に生かすこ

とができる貴重な情報であることは間

違いない。しかし、参加者側の立場に立

ってみると、振り返りを記入することで

研修の内容を思い出すことはできても、

深く内省したり、自身の実践につなげた

りする記録として蓄積することは難し

く、結局その場で感想を述べるだけにと

どまってしまう。そこで、この探究記録

は自分自身を振り返るための記録であ

ることを伝えた。また、自身の変容に気付くため、箇条書きで事実のみを記録するのではなく、

自身の変容に気付くように文章で記録することを大切にした。参加者の探究記録の内容は、許可

を得たうえでユニットにも共有してもらい、研修目標の３要素に照らし合わせた振り返りを行う

際の貴重な資料にもなった。 

 

 

 

 

  

図 10 提出された探究記録の例 
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  ⑺ 学びのヒントを得られる書籍の展示 

 探究に関する書籍や、指導主事自身が学びとなった書籍等を研修会場に配置し、研究協力委員

が自由に閲覧・活用できるスペースを毎回の研修で設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 11 第１回の展示             図 12 第６回の展示 

 

 

  ⑻ 閉会行事ではなく、新たな探究の一歩とする諸連絡 

 第６回調査研究の場では、閉会行事の場面を設定せず、諸連絡とした。１年の節目であること

は大切にしながらも、この回で終わりということではなく、学び続ける教師として新たな一歩を

踏み出してほしいというねらいから閉会行事はカットした。諸連絡の中では、研究協力委員の報

告や変容を伝えるとともに、ユニットとしての歩みと「共創」することの大切さを伝えた。 

 

  ⑼ 研究協力委員からもアイディアを出しやすい環境づくり 

 Google Classroomを活用し、研究協力委員が研修に対するアイディアを出したりリクエスト

したりできる環境をつくり、情報交換の場とした。また、調査研究の場面でも、直接指導主事

とやり取りを行う環境や雰囲気をつくり、双方でアイディアを出し合いながら研修を進めてい

ける関係をつくった。 
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５ 実践 

【第１回】 

⑴ 研 修 日 令和６年４月３０日（火） 

 

⑵ 研修目標  

  ① 研究協力委員はこれまでの自身の教育実践を振り返
り、グループ内での対話をとおして自らの教育的価値観
に気づくとともに理想とする教師像を言語化する。 

② 上記①を踏まえて、現状で考えられる自らの教育的課
題を発見し、課題解決に向かって探究的に取り組むこと
の重要性を認識するとともに、その探究的な学びの過程
を楽しむことができるマインドをもつ。 

③ 研究協力委員は協働的な取組をとおして、探究してい
くコミュニティを築いていく。 

 

⑶ 研修内容  

・「過去・現在・未来」について研究協力委員が探究記録１

を作成した。 

・研究協力委員が探究記録１を基にグループごとに対話した。 

・武蔵野大学アントレプレナーシップ学部長 伊藤 羊一氏による講義「アントレプレナーシップを

もって踏み出そう！」を踏まえ、ワークショップ型の研修を実施した。 

  

 ⑷ 研修方法 

  自身の教育実践を振り返り、対話をとおして価値観を捉え直し、新たな問いや実践に向かう 

マインドの育成を研修内に組み込む。 

  

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

  ・自分自身の考え方を言葉にすることで再認識して、自分についてより深く理解できた。また、人に話すことによって考

えが整理された。 

  ・個人としては、もっと様々なことに取り組んでいきたい。一つのことを突き抜けて取り組むのではなくアベレージをあ

げて仕事をしたいと考えている。 

  ・様々な校種の先生と交流し、互いに自己開示をし、良いことだけでなく苦労や不安を共有できた。研修内容以前にそ

のことだけでもまずは大きな収穫であったと実感した。 

  

 ⑹ 課題と次回の目的設定 

  ファシリテーターの必要性と、心理的安全の重要性を再確認した。次回もファシリテーター（指

導主事）を配置した対話の場を設定する。問いかけの工夫を図りながら積極的な聞き手となるよ

うにする。次回は「未来」の部分を考え、自身の教育課題と向き合えるようにする。 

  

主な日程 

 9:15～ 9:30 調査研究の説明      

 9:30～10:00 探究記録 1 記入 

10:00～12:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動 1 

       ・自己紹介 

       ・「過去・現在・未来」への対話 

13:00～15:30 講義・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

15:40～16:20 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動 2 

       ・講義・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを経て           

        自身の変化を対話 

16:20～16:30 諸連絡 
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【第２回】 

 ⑴ 研 修 日 令和６年５月２９日（水） 

 

 ⑵ 研修目標  

   ① 自身の抱く教育課題に気づく。 
   ② 自身の抱く教育課題を踏まえ、多様な視座を得る。 

 

 ⑶ 研修内容 

 ・探究記録１を配布し、前回から今回までの変化を話し合

う。 

・参加者が教育振興基本計画のポイントを確認し、疑問点

等を意識し、「未来の子供たちに必要なこと」を視点とし

て、自身で、資料を探したり、対話したりする。 

・武蔵野美術大学 教授 三澤 一実 氏が、研究協力委

員の多様な視座を得るために、研究員それぞれに問いを

投げかけて対話を進める。 

 

 ⑷ 研修方法 

 次期教育振興計画を読むことで「未来」の子供たちに必要なことを考えるとともに、対話等を

とおして自身の教育課題に気づく。 

 

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

 ・今回の研修は、うちに秘めた疑問点を言語化できた会であった。進むべき方向性の確認ができたが、これをどう周知

していくか。またこの研修内容をどう形にするかがまだ不透明である。 

 ・対話をする中で他者の意見を聞き、自身の考え方や行動、発言内容を見直すことも重要であると感じた。講師の先生

と教職員の対話のキャッチボールを観察していると、教員はわかっているつもりになっているだけで、深くまで理解し

ていないのかもしれないという疑問が生まれた。 

 

 ⑹ 課題と次回の目的設定 

  未来の子供たちに必要なことを認識し、三澤教授のファシリテーションの効果から自身の考えを

整理し言語化することができた。理想と現状の差から課題を設定し、実践に向けて進む一歩となる

ようにする。 

  

主な日程 

 9:15～ 9:45 振り返り 

 9:45～ 9:55 本日の目標共有 

 9:55～12:00 発見 

       ・「自分の思いや願いを探る」 

       ・教育振興基本計画の読み込み  

13:00～14:00 〇共有 

       ・指導者紹介 

       ・三澤氏のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

14:00～15:00 〇見直し（個人の時間） 

15:00～16:20 〇深掘り 

       ・三澤氏のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

16:20～16:30 諸連絡 



11 

 

【第３回】 

 ⑴ 研 修 日 令和６年８月２１日（水） 

 

 ⑵ 研修目標  

 教師としての在りたい姿を意識化するとともに、実践

に向けた一歩を踏みだす契機とする 

 

 ⑶ 研修内容 

  ・第２回で考えた課題を受けて、今回までにどのようなこ

とを考え、実践したか話し合う。 

  ・探究記録１を読み直し、「自分が在りたい教師はどのよ

うな姿か」考え、自身の思いの変容を確かめる。 

  ・グループ対話をとおして、在りたい教師像を意識する。 

  ・在りたい教師像実現のために何ができるか考える。 

 

 ⑷ 研修方法 

 教師としての在りたい姿を意識化することで、その姿になるための一歩を踏み出す。（オンラ

インで実施） 

 

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

 ・第１回目の探究記録を読み返すと、児童と信頼関係を構築し、児童に寄り添った指導をすることができる教師が自分

自身の在りたい教師の姿であることが明確化された。 

  ・話し始めて、やはりオンラインの難しさを痛感した。コロナ流行以降、オンラインでの研修はたくさんあったが、    

「聞くだけ」であるものに対しては有効だと感じている。（中略）この「共創調査研究」における「対話」は、やりとりのリズ

ムと掛け合いが重要で、オンラインだとズレが生じてしまう。特に私は、何度も他人の言葉にかぶせてしまうことがあり、

迷惑をかけたかもしれない。一方でそれは、みんなが「主体的」に参加し、話したい、伝えたいと考えているからこそで

あり、喜ばしいことなのだと思った。 

 

 ⑹ 課題と次回の目的設定 

 課題に対して取組が始まり、うまくいった部分といかなかった部分をメンバー同士で対話でき

ていた。探究記録を振り返る場面を設定し、「在りたい教師の姿」を明確にできるようにする。 

  

主な日程 

オンライン開催 

13:30～13:50 本日までの振り返り 

       ・ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄﾙｰﾑによる対話 

13:50～14:00 本日の目標共有 

14:00～14:30 個人作業 

       ・自身の探究記録を読む 

14:30～16:25 グループ対話 

16:25～16:30 諸連絡 
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【第４回】 

 ⑴ 研 修 日 令和６年１０月４日（金） 

 

 ⑵ 研修目標  

 「在りたい教師の姿」を実現するための取組を多角的

に捉え、実行できるようにする。 

 

 ⑶ 概 要 

  ・「在りたい教師の姿」に向けてどのような一歩を踏み出

したかを聴き、伝え合う。自身の取組（つまずき等も含

め）を伝達する。 

  ・エール株式会社 代表取締役 櫻井将氏の講義「まず、ち

ゃんと聴く。～コミュニケーションがよくなる３つの技

術～」をもとに、対話をする。 

 

 ⑷ 研修方法 

    教師としての在りたい姿に向けて踏み出した一歩を共有する。 

 

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

 ・自分のもつ専門性や強み、苦手とする分野や弱みの分析はもちろん、仕事に対する向き合い方や価値観、日頃の生徒

や同僚、保護者等と関わる姿を客観的に捉えたりすることなどを通して、自身の改善すべき点や伸長していく点など

を整理し自己研鑽につなげたい。 

  ・いままでやっていたことを WITH ジャッジメントや、領域などに名付けしていただいたことで、（世界を分割していた

だき、）見える世界が変わった。いままでなんとなくやってきたことを聞き方のバリエーションとして意識して行えるよ

うになったこと、大きな違いがある。 

 

⑹ 課題と次回の目的設定 

  「在りたい教師の姿」をフリップで示し、1 分間で発表することで、その後の対話で考えた背

景を聞くなど、全体としての一体感が生まれた。探究は一人での実践ではなく、まわりを巻き込

む力が必要であり、そのために聴くことが必要であることを意識できるようにする。 

 

  

主な日程 

 9:15～ 9:45 対話(ﾎｰﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

 9:45～ 9:55 本日の目標共有 

 9:55～10:05 「在りたい教師の姿」記入 

10:05～10:25 「在りたい教師の姿」と   

そのように考えた背景を

発表（1 分間） 

10:25～12:00 「聴き・伝えよう」 

       ・自由に移動 

13:00～15:30 講義 

15:40～16:25 対話(ﾎｰﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

       ・本日の活動を受けて 

16:25～16:30 諸連絡 
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【第５回】 

 ⑴ 研 修 日 令和６年１１月１５日（金） 

 

 ⑵ 研修目標  

    今年度、考えたことや取組を言語化・視覚化すること

で、自身の変容を捉える 

 ⑶ 研修内容 

  ・ポスターセッションに向けての準備。 

 

 ⑷ 研修方法 

    今年度、考えたことや取組を言語化・視覚化する。 

 

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

  ・前回までは、目指す教師像を「自分の考え、思いを伝えられる教員」としていたが、「共に考え、思いを伝え合える教員」

とした。実際に人に伝える前の段階、伝えたい内容をまとめる段階について改めて思い至ることができた。 

  ・本日の目標が「試行錯誤の価値を意識化すること」となっており、試行錯誤して考えが変わっていくことを前向きに捉

えることができた。また、考えの変容を整理することで、この試行錯誤は大切な過程であったと気づくことができた。今

後も、まだまだ試行錯誤を繰り返していくと思うが、そんな自分でも良いのだと分かり安心した。 

 

⑹ 課題と次回の目的設定 

  今年度考えたことや取組を言語化・可視化することで在りたい教師の姿と自身の取組がつなが

り、過去からの変容を実感することができた。次回の報告会では、取組を報告するだけにとどま

ることなく、対話をとおして「在りたい教師の姿」に向き合うものにする。 

 

  

主な日程 

 9:15～ 9:45 対話(ﾎｰﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

 9:45～ 9:55 本日の目標共有 

 9:55～16:25 各自での取組 

       ・報告会に向けての資料

作り 

       ・参加者同士の対話、取

組の深掘り 

       ・運営は対話を傾聴、聞

き手 

16:25～16:30 諸連絡 
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【第６回】 

 ⑴ 研 修 日 令和７年１月２９日（水） 

 

 ⑵ 研修目標  

  自身が取り組んできた教育活動について振り返り、参

加者同士が対話をとおし、学びを深め、これからの教師

としての在り方に向き合う。 

 

 ⑶ 研修内容 

  ・ポスターセッション形式による発表を行い、福井大学 

教授 清川 亨 氏の指導を受け、よりよい教育活動につ

いて話し合う。 

  ・独立行政法人教職員支援機構  理事長  荒瀬 克己 氏、福井大学 教授 中森 一郎 氏及び  

清川 亨 氏がファシリテーターとなり、実践とこれからについて対話を行う。 

 

 ⑷ 研修方法 

  自身が取り組んできた教育活動について報告会し、参加者同士で対話をすることで学びを深め

る、これからの教師としての在り方に向き合う。 

 

 ⑸ 探究記録より（抜粋） 

  ・今回の調査研究で新たな教師の学びの方向性が自分の中で見えてきたが、その学びを実践していくためには、その学

びができる環境を整える＝教育現場での仕事内容の精選と断捨離が必要不可欠である事をこの探究記録を入力しな

がら書き綴っている。この仕事の断捨離は教師ひとりが勝手にできる事ではないので、学校全体、市町村全体、ひいて

は、県全体で一丸とならなければできない。この課題の突破口を見つけるのが今後の課題であろう。 

  ・この「研修観の転換」を考えていくと、自分は多くの課題があると感じている。自分がメンターになった時、イメージは

あるが、それに対して現場で落とし込むとすると、少々障壁があるのではないかと思う。これについては、本日の研修

がおわり、翌日に自校に帰ったときに本校の校長とも話した。いま、対話をするべき層はどの層なのか。どのように仲

間を増やすか。どのように二項対立にしないようにするか。多くの課題を抱えながらも、自分たちが大きな転換をする

のだと感じながら来年を迎えたい。 

 

 ⑹ 報告会の場面 

 

 

 

 

 

 

 

    図 13 第１グループ報告会の場面        図 14 第２グループ報告会の場面 

主な日程 

 9:15～ 9:20 研修目的共有 

       指導者紹介  

       本日の進め方説明 

 9:20～12:30 報告会開始 

12:30～14:00 昼食・語らい 

14:00～15:45 座談会 

15:45～16:00 指導講評 

16:00～16:25 対話(ﾎｰﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

16:25～16:30 諸連絡 
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 ⑺ 座談会の場面 

  図 15 青グループ        図 16 桃グループ        図 17 黄グループ 

 

６ 成果と課題 

 ⑴ 成果 

ア 研修は受けるものという研修観から、教師が自ら問いを立て、対話と気付きを大切にしながら

実践と振り返りを進め学び続けるという「教師自身の学び（研修観）の転換」を起こすことがで

きた。これは、「在りたい教師の姿」を探究していくことを柱として進めてきたことが大きいと考

える。そこに至るプロセスとして第１回に自身の教育実践と教育観を見つめ直すために「過去・

現在・未来」について探究記録を用いて言語化し、対話をとおして新たな視座を得る場面を設定

したことから自身の問いを立てることにつながったと考えられる。さらに、第２回の教育振興基

本計画から読み解き、「未来の子供たちに必要なこと」を視点として、自身で資料を探したり、対

話したりする研修内容から、自身の教育観とこれからの社会に求められる教育の在り方に気付き、

「在りたい教師の姿」を具体的にイメージする実践へとつながった。 

 

イ 研究協力委員が探究をする上で課題を感じるタイミングに合わせて、その課題に資する有識者

による講演会等の機会を設定したことで豊かな気付きの醸成につなげることができた。第 1 回 

武蔵野大学アントレプレナーシップ学部長 伊藤 羊一 氏によるワークショップ型の研修では、

多くの研究協力委員が探究記録の中で対話や気付きの大切さを綴るとともに、自分自身のことを

振り返る内容が共通していた。一方で、同じ研修に参加したにもかかわらず、探究記録にはそれ

ぞれの価値観で捉えている点が見えてきたことも成果と言えよう。第２回 武蔵野美術大学  

三澤 一実 教授からの「私に何かできることはありますか？」、「私にお手伝いでいることはあり

ますか？」という問いかけから始まったワークショップでは、調査研究委員からも、「何を話して

よいのか戸惑ってしまった」、「受け身になっている自分がいた」との言葉が聞こえてきた。そし

て研修を担当する側の指導主事も大きな影響を受けた場面だと考える。15分ほど過ぎると三澤教

授のファシリテーションの効果から、研究協力委員自身が考えを整理し、言語化することで課題

を設定し、実践への一歩を踏み出す機会となった。第４回 エール株式会社 代表取締役 櫻井 将 

氏による講義に参加した研究協力委員からは、子供や保護者、教員間とのコミュニケーションに

ついて今までの自分の姿を振り返る綴りが多く見られた。さらに、今まで意識していなかった新

たな視点を得ることで、実践につなげていきたい旨や在りたい教師の姿を実現するために何が必

要なのかを考える内容が見られた。このように、研究協力委員が欲している情報や、支援を有識

者からいただけたことで、それぞれが自身の課題に向き合い、豊かな気付きの醸成につながった。 
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ウ 対話について、グランドルールを設定したことにより、心理的安全性を確保することにつな 

がった。また、ホームグループを校種分けにせずミックスすることにより、様々な視点から物事

を捉えることにつながった。また、探究記録からも校種は違うが課題感や教育の目指すところは

同じだとの綴りもあり、校種をミックスにしたホームグループが効果的だったと考えられる。座

席の配置については、顔を見て話しをすることにより、自然と対話が生まれ、温かな雰囲気づく

りにもつながった。 

 

エ 参加している研究協力委員は、第１回は何をするのだろうという不安な姿も見られた。しかし、

回を増すごとに自分の思いを語ることやメンバーに会えることを楽しみにする姿が見られ、研修

を自分事とし、主体的に参加する姿へと変わっていった。これは本研修の大きな成果であったと

言える。さらに、研修を担当するユニット自身もこの研修に関わる前と後では研修に対する考え

方に大きな変容があった。研究協力委員と研修担当指導主事、共に研修観の転換が起きたことは、

大きな成果だと言える。 

 

 以下、成果として考えられる内容について、研究協力委員からの探究記録から一部抜粋する。 

 ・「この研修は話しやすい」という言葉も様々な先生から出ていた。この研修を準備、運営している、センターの方々が、

我々の話しやすいような「場づくり」をしている。そして、大学の先生の講義や、仲間たちとの対話に我々は期待を持

って臨んでいる。これも同じくセンターの方々による「価値提供」である。そしてこの、場と価値は「対話」によって生み

出されているものなのだ。 

 ・今後の自身の変容にも「ワクワク」し、自らの「気持ちを揺さぶる」ような心持ちで教育活動に向き合っていきたい。 

 ・わずか数か月の中でも、自己の考えが変化していくことを感じた。それは、自分自身の目指す教師像が明確化され、

達成目標や行動目標を設定した事により、トライ＆エラーを繰り返す事ができるようになったからである。 

 ・様々な校種、お立場の先生方と対話をすることで、自分の教師感に自分で気が付く瞬間があり、また自分の取組を肯

定してもらえることで自信をもつことができた。そして縁あってご一緒した先生方が本当にいい方ばかりで、研究の

会を重ねるごとに居心地の良さや帰属意識が芽生えていった。こうした横のつながりが強まることもまた、対話の良

さなのではと感じた。 

 ・おそらくこの調査研究の１番の目的は、個人の資質向上ではなく、組織として意識改革をどのようにやっていくかと

いうことなのだと考えている。そうであるならば我々参加者は、より広い視野を持ってこの調査研究で考えたことを

外に表現していかなければならないと思う。 

 ・新たな学びについて、自ら学ぶものを作り出すこと、目の前の課題を自分で解釈し解像度をあげること、相手から与

えられる学びではなく学びに向け自ら矢印を向けることなど、様々な意見交換をすることができた。一年間を通して、

受動的だった学びに対しての意識が能動的になり、自らの意識も学びを受ける集団の中の「一参会者」から自らの学

びに責任をもち、学びを自分事ととらえる「当事者意識」をもつことにつながった。この意識から、学びに主体性がう

まれ、教職への実践意欲や目の前の子ども達に力をつけたい、社会の課題を解決したいという自らの気持ちの変容

がみられるようになった。 

 ・座談会での清川先生との話の中で、how to を学ぶ講義型の研修だけでなく、対話を通して自分なりの答えや気付

きを求めるものがあるという話をしていただいた。その話を聞いた時、自分や職場の先生方は「従来型」の how to

を学べるものを研修と考えていたことに気付かされた。対話を通して自分の考えや意見をもち、それをきっかけに自

分の経験や教師感が深ぼられていき、その気付きそのものが長期的に自分を変え、答えが無数にある問題の一つの    
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回答が生まれる。それが対話を通した探究的な学びなのかと、今の自分の中で仮の結論を出した。 

・来年度の調査研究について、調査研究の成果を形にすることが必要なのではないか。また、探究をする以上何らか

の形で評価をすることが求められるのではないか。その評価の観点や方法などを模索すること、評価をふまえどのよ

うな形にしていくのかを総合教育センターの先生方と共に考えていければと思う。 

 

 ⑵ 課題 

ア 第６回の報告会の場面では、時間設定の点において１人 20 分という短い時間のため、発表と

いう感じになってしまった。これは多くの実践や考えを聞く場面を設定するという意図があった

が、運営者側の視座にあてはめてしまったかもしれない。対話を大切にしてきた研究という面で

は１人の時間を十分に確保しラウンドテーブルのような形式をとることも効果的だと考えられ

る。 

イ この研修の「主語」は何なのかを指導主事側と研究協力委員で確認し進める必要があった。 

ウ 報告会の中で子供が主語になる点が少なかった。本調査研究を計画する段階で考えていた「社

会（未来）にワクワクする児童生徒」（図 18）というビジョンを全体で共有する必要があったと

考えられる。一方で、一年目から子供を主語にした報告があったことは成果のひとつとして上げ

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 「共創」などの言葉について、共通認識が十分に形成されていなかった。 

オ 報告会の場面では、自身の実践や考えを他者に伝えるスキルを向上させることで、聞き手が共

感を得たり協働して実践できたりするのではないかと考えられる。このスキルは、探究を進める

上でも必要なものであるため、今後も資質向上を図る内容を計画していく。 

カ 指導主事自身が、ファシリテーターとしてのスキルや、参加者の考えや力を引き出す能力を磨

く必要がある。 

 

〇   目標    生 の 「 会（  ）に ク クする   生 」

〇目標（研修 の   の ） 「探究し  る 学び  る教 」

第１回 ４ ３  （ ）
〇目標
  に  て ク クする
自らを る 考え す
〇  
探究的な学び
〇方 
 対話をと して、自身の  観（  ）に気づく 
 対話をと して、自身の探究観を えな す 
 「 いか 」は 分  する 
 い「  な教 員になりたいか 」
   を る とで、自己を り る 
  る とは 回行う 
     を び、  に  て心に をつ る 
    自分た も りたくなる うな （ ク 
クできる うな ）

第２回 ５ ２  （ ）
〇目標
  に  た課題  をする
〇  
探究的な学び
〇方 
     た感 録を に り い、 いや課題を 
 する 
  回目と２回目（ び れ  ）のつながりを 識
する 
 課題  に  た    のために    を   

     の 
     の  

図 18  研修の構想イメージ 
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７   りに 

 本調査研究を通じて、「教師自身の学び（研修観）の転換」を促すための「探究型」教師研修の在

り方を模索してきた。その結果、研修の場が単なる知識習得の機会ではなく、教師自身が問いを立

て、実践を通じて探究し続ける場へと変容していく可能性が示唆された。また、研究協力委員が主

体的に探究し、協働的に学ぶことが、教師の成長や研修の質の向上につながることが確認された。

本研究の成果を踏まえ、次年度は研究協力委員がメンターとして研修の運営に携わることとなる。

この試みが、教師同士の学び合いをさらに深め、「研修観の転換」をより多くの現場へと広げる契機

となることを期待したい。今後も、研修の効果検証を重ねながら、より実効性のある探究型研修の

開発を進めていく。 

 最後に、本調査研究の実施にあたり、研究協力委員の先生方をはじめ、多くの関係機関の支援を

いただいたことに深く感謝する。研究協力委員の実践と探究が、本研究の成果の礎となったことは

言うまでもない。次年度も共に学び合い、探究を続けていくことを楽しみにしている。 

  

図 19 第６回指導講評の場面 
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８ 研究協力委員一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 所属 氏名 

１ 草加市立高砂小学校 千葉 はる菜 

２ 川島町立中山小学校 中村 真和 

３ 深谷市立上柴西小学校 根岸 聡美 

４ 八潮市立八條北小学校 秋山 祥吾 

５ 北本市立北本中学校 小松 奈美 

６ 所沢市立向陽中学校 新井 孝幸 

７ 熊谷市立三尻中学校 吉田 和貴 

８ 加須市立北中学校 野中 翔平 

９ 春日部東高等学校 大山 隼人 

10 川越総合高等学校 岩﨑 保典 

11 秩父高等学校 黒田 真輝 

12 浦和西高等学校 井上 肇 

13 川口北高等学校 越田 洋輔 

14 熊谷女子高等学校 長沢 博貴 

15 宮代特別支援学校 田崎 雅大 

16 東松山特別支援学校 圡井 章一郎 

17 川口高等学校 多田 裕亮 
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  調査研究運営委員（ユニットメンバー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度の運営委員は、教職員研修担当と企画調整担当の主任指導主事（グループリーダー）

が統括し、県立総合教育センターの各担当の指導主事（担当を横断して選出）、NITS の特別研修

員（埼玉県長期研修派遣）とで構成されている。 
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